
専
門
機
関
の
特
権
及
び
免
除
に
関
す
る
条
約
の
附
属
書

の
説
明
書
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一

一

概
説

１

附
属
書

の
成
立
経
緯

XVIII

専
門
機
関
の
特
権
及
び
免
除
に
関
す
る
条
約
（
以
下
「
条
約
」
と
い
う
。
）
は
、
国
際
連
合
と
連
携
関
係
を
有
す
る
各
種
の
専
門
機
関
に
特
権
及
び
免

(1)
除
を
与
え
る
こ
と
等
を
規
定
す
る
も
の
で
あ
り
、
国
際
連
合
の
特
権
及
び
免
除
に
関
す
る
条
約
に
基
づ
き
国
際
連
合
が
享
有
す
る
特
権
及
び
免
除
と
各
種

の
専
門
機
関
が
享
有
す
る
特
権
及
び
免
除
と
を
で
き
る
限
り
統
一
す
る
た
め
に
、
昭
和
二
十
二
年
（
千
九
百
四
十
七
年
）
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
開
催
さ
れ

た
第
二
回
国
際
連
合
総
会
に
お
い
て
作
成
さ
れ
た
。
条
約
は
、
前
文
、
本
文
十
一
箇
条
及
び
一
連
の
附
属
書
か
ら
成
り
、
本
文
に
お
い
て
、
専
門
機
関
、

そ
の
加
盟
国
の
代
表
者
、
そ
の
職
員
等
が
享
有
す
る
標
準
的
な
特
権
及
び
免
除
（
法
人
格
の
付
与
、
訴
訟
手
続
の
免
除
、
構
内
及
び
文
書
の
不
可
侵
、
直

接
税
及
び
関
税
等
の
免
除
、
通
信
に
関
す
る
便
益
の
供
与
、
加
盟
国
の
代
表
者
及
び
専
門
機
関
の
職
員
に
対
す
る
出
入
国
制
限
の
免
除
、
外
国
人
登
録
等

の
免
除
、
国
際
連
合
通
行
証
の
使
用
等
）
を
規
定
す
る
と
と
も
に
、
各
種
の
専
門
機
関
ご
と
に
作
成
さ
れ
る
附
属
書
に
お
い
て
、
当
該
専
門
機
関
に
こ
れ

ら
の
規
定
を
修
正
し
て
適
用
す
る
場
合
に
お
け
る
そ
の
修
正
の
内
容
を
規
定
し
て
い
る
。
我
が
国
は
、
昭
和
三
十
八
年
（
千
九
百
六
十
三
年
）
に
条
約
に

加
入
し
て
お
り
、
附
属
書

か
ら
附
属
書

ま
で
（
昭
和
二
十
七
年
（
千
九
百
五
十
二
年
）
に
解
散
し
た
国
際
避
難
民
機
関
に
つ
い
て
規
定
す
る
附
属

I

XV

書

を
除
く
。
）
に
規
定
す
る
専
門
機
関
（
国
際
労
働
機
関
、
国
際
連
合
食
糧
農
業
機
関
、
国
際
民
間
航
空
機
関
、
国
際
連
合
教
育
科
学
文
化
機
関
、

X
国
際
通
貨
基
金
、
国
際
復
興
開
発
銀
行
、
世
界
保
健
機
関
、
万
国
郵
便
連
合
、
国
際
電
気
通
信
連
合
、
世
界
気
象
機
関
、
政
府
間
海
事
協
議
機
関
（
昭
和

五
十
七
年
（
千
九
百
八
十
二
年
）
に
国
際
海
事
機
関
に
改
称
）
、
国
際
金
融
公
社
、
国
際
開
発
協
会
及
び
世
界
知
的
所
有
権
機
関
）
に
関
し
、
条
約
に
基

づ
く
特
権
及
び
免
除
を
付
与
し
て
い
る
。

世
界
観
光
機
関
（
以
下
「
機
関
」
と
い
う
。
）
は
、
昭
和
四
十
五
年
（
千
九
百
七
十
年
）
九
月
二
十
七
日
に
メ
キ
シ
コ
で
作
成
さ
れ
た
世
界
観
光
機
関

(2)
（
Ｗ
Ｔ
Ｏ
）
憲
章
に
よ
っ
て
昭
和
五
十
年
（
千
九
百
七
十
五
年
）
に
設
立
さ
れ
、
平
成
十
五
年
（
二
千
三
年
）
、
国
際
連
合
憲
章
第
五
十
七
条
及
び
第
六

十
三
条
の
規
定
に
基
づ
く
協
定
を
経
済
社
会
理
事
会
と
締
結
し
、
国
際
連
合
と
連
携
関
係
を
有
す
る
専
門
機
関
と
な
っ
た
。
こ
れ
を
受
け
て
、
条
約
の
附

属
書

の
草
案
が
作
成
さ
れ
、
平
成
二
十
年
（
二
千
八
年
）
、
済
州
で
開
催
さ
れ
た
機
関
の
執
行
理
事
会
第
八
十
三
回
会
合
に
お
い
て
最
終
本
文
と
し
て

XVIII

承
認
さ
れ
た
後
、
国
際
連
合
事
務
総
長
に
送
付
さ
れ
た
。

２

附
属
書

締
結
の
意
義

XVIII



二

こ
の
附
属
書
は
、
条
約
の
規
定
に
必
要
な
修
正
を
加
え
た
上
で
機
関
に
適
用
す
る
こ
と
を
内
容
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
我
が
国
が
こ
の
附
属
書
を
締
結
す

る
こ
と
は
、
機
関
及
び
そ
の
職
員
等
の
我
が
国
に
お
け
る
活
動
の
円
滑
化
に
資
す
る
も
の
で
あ
り
、
観
光
分
野
に
お
け
る
国
際
協
力
を
促
進
す
る
と
の
見
地

か
ら
有
意
義
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
。

３

附
属
書

の
締
結
に
よ
り
我
が
国
が
負
う
こ
と
と
な
る
義
務

XVIII

こ
の
附
属
書
の
締
結
に
よ
り
、
我
が
国
は
、
条
約
の
規
定
に
必
要
な
修
正
を
加
え
た
上
で
機
関
に
適
用
す
る
義
務
を
負
う
。

４

早
期
国
会
承
認
が
求
め
ら
れ
る
理
由

機
関
は
、
世
界
の
観
光
政
策
の
向
上
に
お
い
て
主
導
的
な
役
割
を
果
た
し
て
お
り
、
我
が
国
に
は
、
そ
の
唯
一
の
地
域
事
務
所
で
あ
る
ア
ジ
ア
太
平
洋
セ

ン
タ
ー
が
設
置
さ
れ
て
い
る
。
我
が
国
は
、
観
光
を
地
方
創
生
の
切
り
札
及
び
成
長
戦
略
の
柱
と
し
て
お
り
、
観
光
産
業
の
質
の
向
上
に
お
け
る
機
関
と
の

協
力
強
化
の
重
要
性
は
よ
り
一
層
高
ま
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
状
況
に
鑑
み
、
機
関
が
我
が
国
に
お
い
て
よ
り
円
滑
に
活
動
を
行
え
る
よ
う
に
す
る
た

め
、
我
が
国
と
し
て
こ
の
附
属
書
を
早
期
に
締
結
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。

二

附
属
書

の
内
容

XVIII

こ
の
附
属
書
は
、
条
約
の
規
定
に
次
の
必
要
な
修
正
を
加
え
た
上
で
機
関
に
適
用
す
る
こ
と
を
主
な
内
容
と
す
る
。

１

条
約
上
専
門
機
関
の
加
盟
国
の
代
表
者
に
与
え
ら
れ
る
特
権
及
び
免
除
（
注
）
は
、
機
関
の
事
業
に
参
加
す
る
準
加
盟
国
の
代
表
者
に
与
え
ら
れ
る
。

注

専
門
機
関
が
招
集
し
た
会
合
に
お
け
る
加
盟
国
の
代
表
者
は
、
身
柄
の
逮
捕
、
手
荷
物
の
押
収
及
び
訴
訟
手
続
の
免
除
、
書
類
及
び
文
書
の
不
可

侵
、
出
入
国
制
限
、
外
国
人
登
録
及
び
国
民
的
服
役
義
務
の
免
除
、
滞
在
の
特
権
等
の
特
権
及
び
免
除
等
が
与
え
ら
れ
る
（
条
約
第
五
条
並
び
に
第
七

条
第
二
十
五
項
１
及
び
２

）
。

（I）

２

機
関
の
活
動
に
参
加
す
る
賛
助
加
盟
員
の
代
表
者
は
、
公
的
任
務
を
独
立
し
て
遂
行
す
る
こ
と
を
保
障
す
る
た
め
の
全
て
の
便
益
（
査
証
の
申
請
の
処
理

に
お
け
る
最
大
限
の
迅
速
性
を
含
む
。
）
を
与
え
ら
れ
る
。

３

機
関
の
内
部
機
関
の
職
務
を
遂
行
し
、
又
は
機
関
の
た
め
の
任
務
を
遂
行
す
る
専
門
家
は
、
身
柄
の
逮
捕
又
は
手
荷
物
の
押
収
の
免
除
、
公
的
任
務
の
遂

行
中
の
陳
述
又
は
行
動
に
関
す
る
訴
訟
手
続
の
免
除
、
文
書
の
不
可
侵
等
を
与
え
ら
れ
る
。

４

機
関
の
事
務
局
長
は
、
専
門
家
に
与
え
ら
れ
る
免
除
が
裁
判
の
進
行
を
阻
害
す
る
も
の
で
あ
り
、
か
つ
、
機
関
の
利
益
を
害
す
る
こ
と
な
く
当
該
免
除
を



三

放
棄
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
判
断
す
る
場
合
に
は
、
当
該
免
除
を
放
棄
す
る
権
利
及
び
義
務
を
有
す
る
。

５

３
及
び
４
の
規
定
は
、
賛
助
加
盟
員
の
代
表
者
で
あ
っ
て
専
門
家
と
し
て
機
関
の
た
め
の
任
務
を
遂
行
す
る
も
の
に
つ
い
て
適
用
す
る
。

６

条
約
上
専
門
機
関
の
事
務
局
長
に
与
え
ら
れ
る
特
権
及
び
免
除
等
（
注
）
は
、
機
関
の
事
務
次
長
並
び
に
同
事
務
次
長
の
配
偶
者
及
び
未
成
年
の
子
に
も

与
え
ら
れ
る
。

注

専
門
機
関
の
事
務
局
長
は
、
訴
訟
手
続
の
免
除
、
給
料
及
び
手
当
に
関
す
る
課
税
の
免
除
、
出
入
国
制
限
及
び
外
国
人
登
録
の
免
除
、
国
民
的
服
役

義
務
の
免
除
等
の
専
門
機
関
の
職
員
に
与
え
ら
れ
る
特
権
及
び
免
除
に
加
え
、
自
己
、
配
偶
者
及
び
未
成
年
の
子
に
関
し
て
、
国
際
法
に
従
っ
て
外
交

使
節
に
与
え
ら
れ
る
特
権
及
び
免
除
等
が
与
え
ら
れ
る
（
条
約
第
六
条
第
二
十
一
項
）
。

三

附
属
書

の
効
力
発
生

XVIII

こ
の
附
属
書
は
、
条
約
第
十
一
条
第
四
十
三
項
及
び
第
四
十
四
項
の
規
定
に
従
っ
て
、
機
関
に
条
約
の
規
定
を
適
用
す
る
こ
と
を
約
束
す
る
我
が
国
の
文
書

に
よ
る
通
告
を
国
際
連
合
事
務
総
長
が
受
領
し
た
日
に
、
我
が
国
と
機
関
と
の
間
で
効
力
を
生
ず
る
。

四

附
属
書

の
実
施
の
た
め
の
国
内
措
置

XVIII

こ
の
附
属
書
の
実
施
の
た
め
に
は
、
新
た
な
立
法
措
置
及
び
財
政
措
置
を
必
要
と
し
な
い
。



四

（
参

考
）

１

作
成

平
成
二
十
年
（
二
千
八
年
）
六
月
十
四
日

済
州
に
お
い
て
作
成

２

効
力
発
生

平
成
二
十
年
（
二
千
八
年
）
七
月
三
十
日

３

締
約
国

令
和
二
年
（
二
千
二
十
年
）
二
月
一
日
現
在

十
八
箇
国

ア
ン
ゴ
ラ
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
、
ベ
ル
ギ
ー
、
ボ
ス
ニ
ア
・
ヘ
ル
ツ
ェ
ゴ
ビ
ナ
、
ブ
ル
ネ
イ
、
ブ
ル
ガ
リ
ア
、
エ
ル
サ
ル
バ
ド
ル
、
フ
ラ
ン
ス
、
ド
イ
ツ
、
リ

ト
ア
ニ
ア
、
モ
ロ
ッ
コ
、
パ
ラ
グ
ア
イ
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
、
ル
ー
マ
ニ
ア
、
サ
ン
マ
リ
ノ
、
セ
ル
ビ
ア
、
セ
ー
シ
ェ
ル
、
ス
イ
ス


